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農林水産部の所管する平成 30年度歳入歳出決算につきまして、お手元

の「平成 30年度三重県歳入歳出決算に関する説明書」に基づき、ご説明

申し上げます。

【一般会計の歳入決算】

まず、一般会計の歳入決算について、ご説明申し上げます。

予算現額 344億 4,110万 1,200円

調定額

収入済額

収入未済額

231億 2,850万 4,318円

231億 2,574万 8,780円

275万 5,538円

以下、項目ごとにご説明申し上げます。

第7款分担金及び負担金

第1項分担金

第 1I§ 農林水産業費分担金（40頁）

予算現額 5億 8,910万 2,680円

調定額 3億 7,226万 1,853円

収入済額 3億 7,226万 1,853円

これは、主として公共事業の地元分担金であります。

なお、予算現額に対して、 2億 1,684万 827円の減収となりまし

たが、これは主として、

県営かんがい排水事業費地元分担金 企 8,961万 7,834円

経営体育成基盤整備事業費地元分担金 ..t..1億 1,295万 9,904円
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などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。

収入済額の主なものは、

科白（節）

県営かんがい排水事業費地元分担金

経営体育成基盤整備事業費地元分担金

第2項負担金

第3目 農林水産業費負担金（42頁）

収入済額

145, 697, 266円

167, 603, 676円

予算現額 14 ｛意 2,158万 8,495円

調定額 8億 5,906万 7,946円

収入済額 8 イ意 5,906 万 7,946 円

これは、主として公共事業の市町負担金であります。

なお、予算現額に対して、 5億 6,252万 549円の減収となりまし

たが、これは主として、

県営かんがい排水事業費負担金

県営ため池等整備事業費負担金

経営体育成基盤整備事業費負担金

Al億 2,758万 3,666円

A 6, 978万 7,680円

A.2億 6,265万 1,980円

などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。

収入済額の主なものは、

科 目（節） 4反 入済 額
県営かんがい排水事業費負担金 200, 028, 579円

溢水防除事業費負担金 103, 876, 40 0円

経営体育成基盤整備事業費負担金 295, 857, 790円

第sI§ 総務費負担金（44頁）のうち、当部関係は、

予算現額 11万 7,000円
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調定額

収入済額

11万 7,431円

11万 7,431円

これは、広島県災害救援派遣に保る負組金であります。

第8款使用料及び手数料

第 1項使用料

第5目 農林水産使用料（50頁）

予算現額 805万 8,000円

調定額 818万 5,188円

収入、清額 818万 5,188円

これは、農業大学校授業料、漁港施設使用料等の収入であります。

収入済額の主なものは、

科 日 （節） 収入済額

農業大学校授業料 2, 733, 90 0円

漁港施設使用料 2, 237, 310円

建物使用料 2, 032, 315円

第2項手数料

第5目 農林水産手数料（60頁）

予算現額 7,049万 6,000丹

調定額 7, 112万 3,980円

収入済額 7, 112万 3,980円

これは、家畜伝染病予防検査・注射手数料、漁船登録手数料等の

収入であります。

収入済額の主なものは、
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科 回 （節）

家畜伝染病予防検査・注射手数料

漁船登録手数料

1守猟免許等手数料

第9款国庫支出金

第 1項国庫負担金

第5日 農林水産業費負担金（72頁）

収入 済額

21, 155, 040円

17, 283, 70 0円

13, 060, 50 0円

予算現額 72億 3,249万 1,000円

調定額

収入済額

41億 6,136万 7,850円

41億 6,136万 7,850円

これは、公共事業等の実施に伴う国庫負担金であり、予算現額に

対し、 30億 7,112万 3,150円の減収となりましたが、これは主とし

て、

県営かんがい排水事業費負担金 企 5億 4,267万 4,500円

県営ため池等整備事業費負担金 .A. 5億 9,114万 1,550円

経営体育成基盤整備事業費負担金 企12億 4,414万 6,500円

農業用施設アスベスト対策事業費負担金 企 1億 9,140万円

基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費負担金

.A.4イ意 2,265 万 6,000 円

などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。

収入済額の主なものは、

科 目 （節） 収 入 済 額

県営かんがい排水事業費負担金 1, 001, 153, 50 0内

団体営ため池等整備事業費負担金 373, 663, 00 0円
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経営体育成基盤整備事業費負担金

基幹土地改良縮設防災機能拡充保全事業費負担金

1, 623, 222, 50 0円

497, 619, 00 0円

第8目 災害復旧費負担金（76頁）のうち、当部関係は、

予算現額 16億 6,124万 204円

調定額 12億 5,419万 204円

収入済額 12億 5,419万 204円

これは、団体営災害耕地復旧事業等に係るものであります。

なお、予算現額に対し、 4億 705万円の減収となりましたが、こ

れは主として、

林道災害復旧費負担金 .A 1 イ意 9,671 万 6,000 円

治山施設災害復旧事業費負担金 .A 8, 233万円

などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。

収入済額の主なものは、

科目（節）

団体営災害耕地復旧事業費負担金

林道災害復旧費負担金

第2項国庫補助金

収入済額

821, 011, 00 O河

322, 005, 00 0河

第5目 農林水産業費補助金（88頁）のうち、当部関係は、

予算現額 92億 7,291万 9,335円

調定額 64億 5,047万 7,440円

収入済額 64億 5,047万 7,440円

これは、農林水産業の事業実施に係る国庫補助金であります。

' 

なお、予算現額に対し、 28億 2,244万 1,895円の減収となりま

したが、これは主として、

5 



治山事業費補助金

水産物供給基盤整鋪事業費補助金

水産資源環境整備事業費補助金

強い農業づくり交付金

.A. 2億 5,316万 325円

企2イ意 9,817 万 9,000 円

企2イ意 3, 753 万 3,000 円

.A. 9億 487万 5,000円

などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。

収入済額の主なものは、

科 日 （節） 収 入 済額

農山漁村地域整備交付金 1, 168, 367, 799円

治山事業費補助金 674, 018, 710円

水産物供給基盤整備事業費補助金 569, 181, 00 0円

多面的機能支払交付金 703, 904, 00 0円

第3項委託金

第5日 農林水産業費委託金（108頁）

予算現額 1, 155万 4,000円

調定額

収入済額

1, 151万 592円

1, 151万 592円

これは、保安林整備管理事業等に係る委託金の収入であります。

収入済額の主なものは、

科目（節）

保安林整備事業費委託金

第 10款財産収入

第 1項財産運用収入

収入済額

10, 230, 702円

第2自 利子及び配当金（116頁）のうち、当部関係は、

予算現額 72万円
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調定額 64万 1,288円

収入済額 64万 1,288円

これは、中山間ふるさと・水と土保全基金等の利子収入でありま

す。

第 3目 特許権等運用収入（116頁）のうち、当部関係は、

予算現額 589万 3,000円

調定額 605万 4,801円

収入済額 605万 4,801円

これは特許権の実施許諾に伴う収入であります。

第2項財産売払収入

第2目 物品売払収入（116貰）のうち、当部関係は、

予算現額 6,458万 5,000円

調定額 6, 877万 3,475円

収入済額 6,877万 3,475円

これは、畜産関係の試験研究に係る牛、豚等の売払収入等であり

ます。

第3目 生産物売払収入（118頁）のうち、当部関係は、

予算現額 8,422万円

調定額 7,844万 2,025円

収入済額 " 7,844万 2,025円

これは、生産種苗や農業試験・畜産関係等に係る野菜、生乳等の

7 



売払収入であります。

収入済額の主なものは、

科 自 （節） 片仮 入 済 額

農業試験関係生産物売払収入 32, 685, 180fI:l 

畜産関係生産物売払収入 27, 946, 846円

生産種苗売払収入 17, 450, 996円

第 12款繰入金

第1項特別会計繰入金

第 1目 他会計繰入金（124頁）のうち、当部関係は、

予算現額 4, 129万 2,000円

調定額

収入済額

4, 129万 1,446円

4, 129万 1,446円

これは、就農施設等資金貸付事業等特別会計等からの繰入金であ

ります。

第2項基金繰入金

第 1日 基金繰入金（124頁）のうち、当部関係は、

予算現額 14億 872万 3,000円

調定額 13億 8,106万 2,720円

収入済額 13錆 8,106万 2,720円

これは、みえ森と繰の県民税基金等からの繰入金であります。

収入済額の主なものは、

金一入一
繰
一

け
一
金
一
金

調
一
基
一
入

悌
一
生
一
繰

一
再
一
金

目
一
業
一
基

一
林
一
税

了
一
民

降
一
化
一
県

i

一
速
一
の

加
一
緑

備
－
と

整
一
森

林
一
え

森
一
み

収入済額

117, 368, 50 0円

1, 134, 161, 124円
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第 13款繰越金

第 1項繰越金

第1目 繰越金（126頁）のうち、当部関係は、

予算現額 5億 350万 486円

調定額

収入済額

5イ意 350 万 486 円

5億 350万 486円

これは、前年度からの事業の繰越に伴う繰越金であります。

第 14款諸収入

第4項貸付金元利収入（128頁）のうち、当部関係は、

予算現額 2億 882万 4,000円

調定額 2億 882万 4,539円

収入済額 2億 882万 4,539円

これは、森林整備加速化・林業再生基金事業貸付金等に係る元利

収入等であります。

収入済額の内訳は、

科 自（目） 収 入 済 額

森林育成促進資金貸付金元利収入 95,000,00 0円

森林整備加速化・林業再生基金事業貸付金元利収入 1 0 0, 0 0 0, 0 0 0 F'l 

就農支援資金貸付金返還金収入 1 3, 8 2 4, 5 3 9円

第5項受託事業収入

第4目 農林水産関係受託事業収入（134頁）

予算現額 11億 1,841万円

調定額 5億 78万 5,257円
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収入済額 5億 四万 5,257円

これは、競争的研究プロジェクト受託事業、漁港海岸保全受託事

業等に係る収入であります。

なお、予算現額に対し、 6億 1,762万 4,743円の減収となりまし

たが、これは、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。

収入済額の主なものは、

科目（節） 収入済額

競争的研究プロジェクト受託事業収入

漁港海岸保全受託事業収入

120, 265, 720円

316, 157, 00 0円

第6項収益事業収入

第 1目 宝くじ収入（138頁）のうち、当部関係は、

予算現額 9, 576万 6,000円

調定額

収入済額

であります。

第8項雑入

8, 758万 4,556円

8, 758万 4,556円

第2目 雑入（138頁）のうち、当部関係は、

予算現額 3,892万し000円

調定額 3, 776万 2,197円

収入済額 3, 776万 2,197円

これは、主として東日本大震災等の災害復旧対応に係る派遣職員

の給与等負担金等の収入であります。

収入済額の主なものは、
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科 呂（細節） 収入済額

雑入

国庫返還金等

33, 735, 485円

l, 737, 90 0円

第3目 過年度収入（142頁）のうち、当部関係は、

予算現額 0円

調定額 279万 6,288円

収入済額 4万 750円

収入未済額 275万 5,538円

これは、新規就農者総合支援事業費補助金返還金等であります。

第5目 弁償金（142貰）のうち、当部関係は、

予算現額 68万円

調定額 68万 656円

収入済額 68万 656円

これは、交通事故に伴う弁償金で、収入済額は、公用車の修繕費

用を事故の相手方から受け入れたものであります。

第6自 違約金及び延納利息（142頁）のうち、当部関係は、

予算現額 0円

調定額 2, 100円

収入済額 2, 100円

これは、履行遅延に伴う違約金等であります。
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第 15款県債

第1項県債

第4目 農林水産債（150頁）

予算現額 104億 3,200万円

調定額

収入済額

69億 6,000万円

69億 6,000万円

これは、県単治山事業費等の公共事業等への充当であります。

なお、予算現額に対して、.34億 7,200万円の減収となりましたが、

これは主として、

県営ため池等整備事業費充当

県単治山事業費充当

経営体育成基盤整備事業費充当

A.4-0意 1,300万円

A.6億 6,300万円

&.7億 900万円

基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費充当

A.3億 3,.400万円

などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。

収入済額の主なものは、

科 回 （節） H反 入 済額

県営かんがい排水事業費充当 5 0 1' 0 0 .o' 0 0 0円
治山事業費充当 943, 000, 00 O円

県単治山事業費充当 1, 647, 000, 00 0円

経営体育成基盤整備事業費充当 799, 000, 00 0円

国営等関連対策事業費充当 887, 000, 00 0円

第9呂 災害復旧債（162貰）のうち、当部関係は、

予算現額 1億 7,000万円

調定額 6,200万円

12 



収入済額 6,200万円

これは、平成 29年治山施設災害復旧事業費等への充当でありま

す。

なお、予算現額に対して、 1億 800万円の減収となりましたが、

これは主として、

平成 29年治山施設災害復旧事業費充当 ..6. 2, 700万円

平成 30年県営漁港施設等災害復旧事業費充当

..6. 4, 500万円

自然公園等施設災害復旧事業費充当 企2,100万円

などで、主に事業の翌年度への繰越によるものであります。

以上が歳入の概要であります。
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【一般会計の歳出決算】

引き続き、一般会計の歳出決算についてご説明申し上げます。

予算現額 457億 5,591万 3,200円

支出済額 338億 4,306万 2,849円

繰越額

不用額

113億 9,221万 4,100円

5億 2,063万 6,251円

以下、項目ごとにご説明申し上げますh

第6款農林水産業費（304頁）は、

予算現額 438億 8,892万 1,200円

支出済額 325億 1,510万 9,814円

繰越額 108億 9,016万 9,100丹

不用額 4億 8,364万 2,286円

繰越額の主なものは、

高度水利機能確保基盤整備事業費 23億 8,490万 3,000円

県営ため油等整備事業費 11億 1,090万 1,000円

県営かんがい排水事業費 9億 1,416万 1,000円

基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費 8億 8,316万円

農産物の生産振興事業費 8億 4,422万 5,000円

などであり、主な理由としましては、国の補正予算に伴う交付決定の

時期などから、事業完了できなかったことによる繰越と、公共事業に

おいて施工に伴う協議・調整、荒天等により不測の日数を要したため、

やむを得ず繰り越したものであります。
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不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等による執

行残等であります。

以下、項目ごとにご説明申し上げます。

第 1項農業費（304頁）

予算現額 108億 6,004万 6,000円

支出済額 96億 7,814万 2,470円

繰越額 9億 1,590万 7,000丹

不用額 2｛意 6,599万 6,530円

繰越額の主なものは、

農産物の生産振興事業費 8億 4,422万 5,000円

などであり、国の交付決定の時期などから、事業完了できなかったこ

とにより、やむを得ず繰り越したものであります。

不舟額の主なものは、人件費及び事業費精査による執行残でありま

す。

以下、農業費の支出済額の内容をご説明申し上げます。

第 1昌 農業総務費（304頁）

予算現額 一 81億

支出済額 80億

不用額

となっております。

664万 8,000円

987万 7,522円

9,677万 478円
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支出済額の主なものは、

事業 日 支 出 済 額 説 明

農政総務費
7 9イ意 6 8 6万 1' 3 1 0円 農林水関係職員分

（人件費）

農政総務費
8' 2 3 7万 3' 4 7 1河 消耗品、備品購入他

（一般管理事業費他）

第2目 農林水産振興費（306貰）

予算現額 1,507万 1,000円

支出額 1,476万 7,125円

不用額 30万 3,875円

となっております。

支出済額の主なものは、

事 業 目 支 出 済 額 説 明

東京オリ・パフを契機と 4 1 2万 8,7 0 2円 東京 2020大会の食材供給を担うケ

した県産食材販売拡大チ ータリング事業者やメディア等向けに

ャレンジ事業費 レセプションを開催し、県産農林水産

品のPRを通じて、東京 2020大会や関

連取組での県産農林水産物の活用を促

進するために要した経費。

農林水産物の東京オリ・ 3 8 2万 5' 2 5 8円 首都圏等のフグジュアリ｝ホァノレで

パラに向けた総合推進事 の三重県フェアの開催、東京 2020大会

業費 スポンサーと遠携した県産食材の活用

促進などの取組を通じてコ重県農林水

産品の認知度や評価を高めるために要

した経費。
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第3目 農業改良普及費（306頁）

予算現額 4, 556万 5,000円

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 日 支出

4,204万 800円

352万 4,200円

済額 説 明

農業経営体育成 4' 2 0 4万 8 0 0円 経営体育成等の効率的な普及活動の

普及事業費 実施に要した経費。

第4目 農業振興費（308貰）

予算現額 4,356万 2,000円

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出

3,689万 138円

667万 1,862円

済額 説 明

みえフードイノ 2, 7 7 1万9,1 6 6円 農林水産資源を活用して、生産者、
ベーション総合 食品産業事業者、ものづくり企業等の

推進事業費
， 

多様な業種や、大学、研究機関、金融

機関、及び市町、県など産学官のさま

ざまな主体の知恵や技術を結集し融合

することにより、地域がかかえる課題

を解決し、新たな商品やサービスを革

新的に生み出す仕組みづくりの推進に

要した経費。
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農業のスマート 3 7 5万 3'4 8 2円 スマート農業の推進に向け、農業者

化促進事業費 や農業団体の取組機運の醸成を図ると

ともに、伊賀米及び伊勢茶の産地にお
いて、生産性の向上や技術取得の円滑 l

化につなげることを目的に ICT等を活
用して熟練生産技術省？見える化する取， 
組を進めるために要した経費。

第 5§ 農林漁業担い手対策費（310頁）

予算現額 2億 7,027万 7,000丹

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 呂 支 出

2億 5,864万 5,245円

1, 163万 1,755円

済額 説 明

新規就農者総合 1億 9'0 5 4万7' 1 0 9円 青年の就農意欲の喚起と就農後の定

支援事業費 若を図るため、国の農業次世代人材投

資事業を活用した、就農に向けた研修

を受ける新規就農希望者への農業次世

代人材投資資金（準備型）の交付、及

び経営が不安定な就農初期段階におけ

る新規就農者への農業次世代人材投資

資金（経営開始型）の交付に要した経

費。

農業研修教育支 4' 4 5 6万 3 5 9円 農業大学校の機能充実を図り、高度
援事業費 な技術及び経営の実践的な教育並びに

同校の県民へのPR（開放講座等）に要

した経費。

第6目 農作物対策費（312頁）

予算現額 13億 959万 7,000円

支出済額 4億 58万 7,624円
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繰越額

不用額

8 {J意 4,422万 5,000円

6,478万 4,376円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出済額 説 明

農産物の生産振 2億 6,2 1 3万 3 6円 米・麦・大旦の生産性及び品質向上、

興事業費 園芸特産物の生産振興、「産地、パワーア

ップ計画j に慕づいた収益性の向上に
資する生産体系への転換に係る総合的
支援などに要した経費。

卸売市場流通対 l億：3,1 6 0万7, 7 3 1円 卸売市場法及びニ重県卸売市場条例
策事業費 に基づき、地方卸売市場等の指導・監

替を行うととも花、二重県地方卸売市

場の適正な運営を図るための特別会計
への財源繰出に要した経費。

第7目 農水金融対策費（314頁）

予算現額 5,826万 1,000円

支出済額 5, 764万 8,482円

不用額 61万 2,518円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出 済額 説 明

農業経営近代化 5, 6 3 9万9,4 8 2円 農業者の資本装備の高度化と経営の

資金融通事業費 安定化及び近代化に必要な融通資金に
対し、利子補給・補助を行い、適正か

つ効果的な推進を図るために要した経

費。
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第8目 農業協同組合費（314頁）

予算現額 38万 9,000円

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 員 支

農協・農業共済指

導事業費

出 済額

32万 8,420円

6万 580円

説 明

3 2万8'4 2 0円 農業協同組合、農業共済団体等が地

域農業の発撲を支える組織として活発
に活動できるよう、適正な事業運営の

確保に向けた指導を行ったことに要し
た経費。

第 10目 農林水産団体検査費（314頁）

予算現額 167万 9,000円

支出済額 132万 8,869円

不用額 35万 131円

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 目 支 出 済額 説 明

農林水産団体検 1 3 2万8,8 6 9円 農業協同組合、森林組合、水産業協

査事業費 同組合、土地改良区等、農業共済組合、
農業信用保証団体の健全な育成を図る

ため、組織、業務及び会計の処理状況
について、法に基づく検査の実施に要

した経費。

第 12目 農業経営対策費（316頁）

予算現額 3億 6,443万 1,000円
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支出済額

繰越額

不用額

となっております。

¥ 3イ意 4,516 万 3, 132 円

167万 6,000円

1, 759万 1,868円

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出 済額 説 明

獣害につよい地 2億 4,9 2 7万1' 7 0 9円 鳥獣被害防止特別措置法に基づき市
域づくり推進事 町が作成した被害防止計画を達成する
業費 ため、鳥獣被害防止施設整備や地域協

議会での取組を支援するとともに、追

い払いや侵入防止柵の整備などに取り
組む集落の被害防止活動の支援に要し

た経費。

聖子生鳥獣管理事 3, 2 0 0万4,7 1 7円 鳥獣保護管理法に基づき、鳥獣保護
業費 管理員の配置による狩猟の取締りや指

導、狩猟免許の交付及び更新、狩猟者
登録事務を行うとともに、鳥獣保護管

理事業計画に基づき、鳥獣保護区等の
指定・管理やニホンジカの生息状況の

モニタリング調査に要した経費。

第 13目 農林漁業経営体育成費（318頁）

予算現額 3億 5,756万 2,000円

支出済額 2億 4,372万 9,212円

繰越額

不用額

となっております。

7,000万 6,000円

4,382万 6,788円
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支出済額の内訳は、

事業 国 支 出 済額 説 明

地域農政推進対 1億 2,3 9 7万 1,9 5 7円 効率的かつ安定的な農業経営が、農

策事業費 業生産の相当部分を担うような農業構

造を確立するため、認定農業者の育成、

農業経営の法人化などの担い手育成対

策や、農業経営基盤強化のための農地

の利用集積推進に要した経費。

農林水産業版プ 1 i意1' 9 7 5万 7' 2 5 5円 担い手の確保・育成や効率的な経営
ラットフォーム 体の育成などの重要課題に対応するた

整備事業費 め、県、関係機関、関係団体の連携を

強化した総合推進体制（農林水産業版

プラットフォーム）を確立するととも

に、その中核となる支援機関である（公

財）ニ重県農林水産支援センターによ

る新規就農者及び農業への企業参入の

支援、担い手への農地の集積・集約化

による農業経営の生産性の向上のため

の取組に要した経費。

第14自 農業試験研究費（318頁）

予算現額 2億 8,700万 4,000円

支出済額 2億 6,713万 5,901円

不用額 1,986万 8,099円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 自 支 出 済額 説 明

農業試験研究管 1億 l,1 8 7万2'4 2 1円 農業研究所及び各地域研究室（茶業、

理費 伊賀農業、紀南果樹、鈴鹿市駐在）の

庁舎及びほ場、温室等について、適正

な管理運営に要した経費。
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農業技術開発推 9' 6 4 6万1, 8 0 0円 農業の発展に資する高度な技術開発
進費 を推進するために要した経費。

第 2項畜産業費（320頁）

予算現額 6億 7,141万 1,000円

支出済額 6億 6,396万 5,736円

不用額 744万 5,264円

不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等による執

行残であります。

以下、畜産業費の支出済額の内容をご説明申し上げます。

第 1目 畜産振興費（320頁）

予算現額 4億 7,861万 8,000円

支出済額 4億 7,597万 4,075円

不用額 264万 3,925円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出 済額 説 明

高収益型苦言産連 3億 3,7 6 0万5,8 1 5円 厳しい護産経営環境の中、本県資産
携体育成事業費 業の成長産業化を図るため、生産コス

トの低減や、生産物の付加価値化等に
向けた各畜種ごとの課題等の解決への

取組等に要した経費。
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食肉セン夕日流 1億 6 3 1万 5,9 8 0河 基幹食肉処環施設である四日市、松

通対策事業費 阪の各食肉センターの運営を担う（株）

二重県四日市畜産公社、（株）二重県松

阪食肉公社の安定的な経営と安全・安

心な食肉流通の促進を図るために要し

た経費。

第2目 家畜保健衛生費（322貰）

予算現額 7,603万 9,000円

支出済額 7,515万 7,593円

不用額 88万 1,407円

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 日 支 出 済額 説 明

家畜衛生防疫事 6' 5 4 9万4,8 3 3円 高病原性鳥インフルエンザなど、家

業費 畜の監視伝染病の発生予防・まん延防

止のための畜産農家への立入検査や、

家畜の飼養衛生管理の指導に要した経

費。

家畜衛生危機管 9 6 6万2,7 6 0円 高病原性烏インフルエンザ等伝染病

理体制維持事業 発生時の危機管理が円滑に対応できる

費 ょう、家畜保健衛生所の設備・機器の

整備等に要した経費。

第3目 畜産業試験研究費（324頁）

予算現額 1億 1,675万 4,000円

支出済額

不用額

となっております。

1億 1,283万 4,068円

391万 9,932円
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支出済額の内訳は、

事業 自 支 出済額 説 明

畜産業試験研究 7 ' 2 2 3万7'4 1 1円 畜産研究所における一般運営管理及
管理費 び家畜管理に要した経費。

畜産業技術開発 .4, 0 5 9万6,6 5 7円 県内音産業の生産性の向上につなが
推進費 る試験研究に要した経費。

第 3項農地費（326頁）

予算現額 178億 7,206万 5,000円

支出済額

繰越額

不用額

繰越額の主なものは、

115 -0意 832万 2,458円

63億 4,196万 8,100円

2, 177万 4;442円

高度水利機能確保基盤整備事業費 23億 8,490万 3,000円

県営ため池等整備事業費 11億 1,090万1,000円

県営かんがい排水事業費 9億 1,416万 1,000円

基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費 8億 8,316万円

農業用施設アスベスト対策事業費 3億 6,537万 5,000円

県営中山間地域総合整備事業費 3憶 2,672万 4,500円

などであり、冨の補正予算に伴う交付決定の時期などから、事業完了

できなかったことによる繰越と、公共事業において施工に伴う協議・

調整等に不測の日数を要したため、やむを得ず繰り越したものであり

ます。

また、不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等に
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よる執行残であります。

以下、農地費の支出清額の内容をご説明申し上げます。

第 1目 農地総務費（326頁）

予算現額

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の内訳は、

540万 9,000円

494万 8,251円

46万 749円

事業目

農地総務費

支出済額 ｜ 説明

4 9 4万 8,2 5 1円｜ 過年度未登記処理等に要した経費。

第 2目 土地改良費（326頁）

予算現額 88億 1,326万 7,000円

支出済額 52億 4,300万 8,504円

繰越額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 閏 支 出

35億 5,879万 600円

1, 146万 7,896円

済額 説 号月

角度水利機能確 2 9億 2 6 5万4,2 1 6円 農地の集積、太規模営農に取り組む

保基按整備事業 意欲ある農業経営体の効率的な営農

費 の実現に向け、用水路のパイプライン

化など農業生産基盤の整備に要した

経費。
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県営かんがい排 1 3億：8'4 7 8万1'0 0 0円 農業生産の基礎となる農業用水の
水事業費 確保、適期・適量供給及び農地排水の

改良を図るため、水田、畑等における

基幹的な農業水利施設の整備・更新に

要した経費。

基幹農業水手lj施 5イ意日， 95 1万6,0 0 0円 老朽化が進行しているダム、頭首
設ストックマネ 工、機場、幹線水路等の基幹的施設の

ジメント事業費 長寿命化を図るため、緊急に必要な補

修、補強、更新工事に要した経費。

第3日 農地防災事業費（328頁）

予算現額 49億 4,442万 5,000円

支出済額 25 -0意 6,843万 5,934円

繰越額

不用額

23億 7,243万 6,000円

355万 3,066円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 自 支 出 済額 説 明

基幹土地改良施 9億 7' 3 6 4万8' 0 2 5円 農地や人家等への多大な浸水被害
設防災機能拡充 を防止するための、排水機場等の土地

保全事業費 改良施設について、農地等の溢水被害

などの被災を軽減し、県民の安全を確

保するため、施設の調査、改修及び設
備更新に要した経費。

県営ため池等整 7億 2,0 1 3万4'0 0 0円 ため池、頭首工、水路等の農業用用
備事業費 排水施設の老朽化等により発生する、

農地、農業用施設、公共施設、人家等

への災害を未然に防止するための施

設改修に要した経費。

閏体営ため池等 3 {j意7' 6 6 6万3'0 0 0円 早急に整備を要する水路等の用排
整備事業費 水施設の改修、ため池の防災減災対策

を推進するため、ため池の耐震調査、

ハザードマップの作成及び事業計画

の作成を実施するために要した経費。
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第6目 農地調整費（330頁）

予算現額 1億 7,765万 5,000円

支出済額 1億 7,589万 5,352円

不用額 175万 9,648円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 日 支出 済額 説 明

農業委員会及び 1億 5,1 4 2万7'8 5 2円 農地制度の適切な運用による優良

農業委員会ネッ 農地の確保や担い手の育成・確保、担

トワ］ク機構助 い手への農地集積等の促進など、県農

成費 業会議及び市町農業委員会の業務に

対して助成するために要した経費。

第7目 中山間振興費（332貰）

予算現額 9億 9,406万 2,000円

支出済額 6億 6,400万 3,922円

繰越額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出

3億 2,672万 4,500円

333万 3,578円

済額 説 明

県営中山潤地域総 4イ意4' 3 1 2 万5, 5 0 0 円 中山間地域における農業農村の汚

合整備事業費 性化を図るため、地域の特性に応じ

た生産及び生活環境基盤の総合的な

整僚に要した経費。

中山間地域等直接 2億 3 2 8万3'4 7 1円 農業生産条件が不利な中山間地域

支払事業費 において、耕作放棄地の発生を未然

に防止するため、平地との生産条件

格差の一定額を農業者等に交付する

ことに要した経費。
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第8目 農村振興費（334頁）

予算現額 17億 5,521万 1,000円

支出済額 16億 7,073万 3,691円

繰越額 8,401万 7,000円

不用額 46万 309円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出 済額 説 明

日本型直接支払 1 0イ意4,3 3 7 万9, 6 9 1 円 農用地、水路、農道などの地域資

事業費 源の基礎的な保全管理や地域の質的

向上を図る共同活動、施設の長寿命

化のための活動に対する支援に要し

た経費。

命と暮らしを守 2｛意 2, 8 5 3万円 災害時の緊急避難路及び物資の輸

る農道保全対策 送路を確保するため、基幹となる農

事業費 道等の保全・安全対策のための整備
に要した経費。

団体営農業集落 1億 9,6 3 4万3i 0 0 0円 農業集溶におけるし尿、生活雑排

排水整備促進事 水等の汚水、又は雨水を処理する施

業費 設整備に要した経費。

第9自 国営等推進費（336頁）

予算現額 11信 8,203万 6,000円

支出済額

不用額

となっております。

11 -0意 8,129万 6,804円

73万 9,196円

支出済額の主なものは、
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事業 日 支 出 済額 説 明

国営等関連対策 1 0 ~意 9' 8 8 7万9,9 3 5円 地域特性を生かした生産振興や、農
事業費 産物の安定供給を図るための、大規模

な国営農業利水事業等の負担金に要

した経費。

第4項林業費（338頁）

予算現額 98億 6,986万 2,200円

支出済額 77億 8,648万 1,159円

繰越額 19億 1,968万 1,000円

不用額

繰越額の主なものは、

県単治山事業費

治山事業費

造林事業費

林道事業費

1 イ意 6, 370 万 41 円

6億 8,559万 9,000円

6億 2,068万円

1億 5,446万 2,000円

1 イ意 3, 125 万 7,000 円

などであり、菌の補正予算に伴う交付決定の時期などから、事業完了

できなかったことによる繰越と、公共事業において施工に伴う協議－

h調整、荒天等により不測の日数を要したため、やむを得ず繰り越した

ものであります。

また、不用額の主なものは、入札差金及び事業の実施精査に伴う事

業費の減等による執行残であります。

以下、林業費の支出済額の内容をご説明申し上げます。
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第 1自 林業総務費（338頁）

予算現額

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 国 支 出

1億 477万 4,000円

l億 402万 3,279円

75万 721円

済額 説 明

森林育成促進資 9, 5 0 7万 2,1 3 5円 森林の公益的な機能を守るため、森

金貸付金 林管理等に関し県内の森林組合、三主意

県森林組合連合会が行う各種林業事業

に必要な運転資金を融資するため、農
林中央金庫への預託に要した経費。

第2日 林業振興指導費（338頁）

予算現額 9億 1,611万 1,000円

支出済額

繰越額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 日 支 出

6億 2,681万 9,772円

1億 7,259万 2,000円

1 {J意 1,669万 9,228円

済額 説 明

森林整備加速 2億4,2 3 7万 7 5 8円 林内路網の整備、高性能林業機械等

化・林業再生基金 の導入による林業基盤の整備、木質パ

事業費 イオマス利用施設の整備等に要した経

費。

林業・木材産業構 1億 1,06 9万2,3 9 1円 森林の有する多面的機能の発揮や林

造改革事業費 業の持続的かっ健全な発展という森

林・林業基本法の基本理念を達成する

ため、間伐材の供給カの強化等を図る
ために要した経費。
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第4目 森林病害虫防除費（340頁）

予算現額 55万 4,000円

支出済額 52万 3,580円

不用額 3万 420円

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 目 支 出済額 説 明

森林病害虫防徐 5 2万3,5 8 0円 森林病害虫等防除法に基づき、保安
費 林等高度な公益的機能を有する松林を

「保全すべき松林」に指定し、市町が

実施する予防措置（薬剤の地上散布）

への支援に要した経費。

第5白造林費（342頁）

予算現額 12億 487万 7,000円

支出済額 9億 2,681万 114円

繰越額 2億 5,196万 5,000円

不用額 2, 610万 1,886円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 自 支 出済額 説 明

造林事業費 4億 6,9 5 7万9,0 0 0円 森林の計画的かっ適正な管理を促進

し、森林の持つ公益約機能の高度発揮

や、資源循環利用が可能な森林資源の

質的充実を図る森林整備（国補事業）

への助成に要した経費。

災害に強い森林 4~意 2 2 3万2,1 1 4円 流木となる恐れのある渓流沿いの樹
づくり推進事業 木の伐採・搬出及び治山施設等に異常
費 堆積した土砂や流木の撤去等に要した

経費。
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第 6I§ 林道費（344頁）

予算現額 4億 9,693万 3,000円

支出済額 3億 6,428万 5,000円

繰越額 1億 3,264万 8,000円

となっでおります。

支出済額の主なものは、

事業 自 支 出 済額 説 明

林道事業費 3億 5,8 8 7万4,0 0 0円 森林の適正な維持管理により森林の
有する公益的機能を高度に発揮させる

とともに、林産物の安定供給に寄与す

るため、林道の開設や舗装の実施に要
した経費。

第 7目治山費（346貰）

予算現額

支出済額

繰越額

不用額

48億 6,330万 9,000丹

35億 5,439万 9,627円

13億 627万 9,000円

263万 373河

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 ヨ 支 出 済額 説 明

治山事業費 1 8億 2,7 8 I)万4'0 0 0円 山地に起因する自然災害から、県民
の生命・財産を守るため、荒廃地及び

荒廃移行地において、治山ダムヱ等に

よる復旧及び予防工事を行うととも
に、荒廃の進んだ保安林の機能を向上

させるため、本数調整伐等の森林整備
に要した経費。
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県単治山事業費 1 7億 1'5 1 8万7'0 0 0円 山地に起因する自然災害から、県民

の生命・財産を守るため、人家等に近

接する山地災害危険地区などの荒廃森

林の復！日や予防工事、既設施設の維持

管理等に要した経費。

第8目 緑化対策費（348頁）

予算現額 19億 1,880万円

支出済額 19億 931万 4,650円

不用額 948万 5,350円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出 済 額 説 明

みえ森と緑の県 1 1 -0意1,6 9 5万9'4 8 8円 「みえ森と緑の県民税」の税収額と、

民税基金積立金 基金の年度末残高に対応する利子相当

額を「みえ森と緑の県民税基金」へ積

み立てるのに要した経費。

みえ森と緑の県 7億 7 8 6万5,7 0 6円 市町が地域の実情に応じて創意工夫

民税市町交付金

事業費

第9目 森林総務費（350貰）

予算現額

支出済額

不用額

となっております。

して、森林づくりの施策を展開するた

めの交付金の交付に要した経費。

7,986万 8,000円

7,968万 759円

18万 7,241円
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支出済額の主なものは、

事業 日 支 出 済額 説 明

森林環境創造事 7 ' 5 3 2万3,2 0 0円 環境林について、森林所有者から公

業費 共財として長期間森林の提供を受け、

水源かん養・！築士保全等の公益的機能

を高度に発揮させるためち市町と林業

事業体が連携して行う持続的な森林整
備への助成に要した経費。

第 10目 林業試験研究費（350頁）

予算現額 • 2, 528万 3,000円

支出済額 2,481万 9,377円

不用額 46万3,623円

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 日 支 出 済 額 説 明

林業試験研究管 2, 1 6 4万7' 7 2 7円 林業研究所の運営並びに施設の設
理費 備・機器等の維持管理及び整備等に要

した経費。

第 11目 野生生物共生費（352頁）

予算現額

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

183万 1,000円

148万 9,269円

34万 l,731円
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事業 自 文 出済額 説 明

野生生物保護事 1 2 0万 7 9 3円 野生動物に対する保護意識の啓発を

業費 図るポスターコンクール、第 12次鳥

獣保護管理事業計画に基づく傷病野生

鳥獣救護の実施、また自然環境保全指

導員による巡視活動や情報収集に要し

た経費。

第四目 自然公園費（352頁）

予算現額

支出済額

繰越額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 自 支 出

2 イ意 5, 752 万 2,200 円

1 イ意 9,431 万 5, 732 円

5,619万 7,000円

700万 9,468丹

済額 説 明

自然公関ナショ 1イ意7 ' 4 8 1 万4,9 7 4 円 世界水準のナショナノレパーク化な自
ナノレパ｝ク化促 指す伊勢志摩国立公園の自然歩道や歯

進事業費 地の整備等に要した経費。

自然公園利用促 1 ' 9 4 6万l,7 5 8円 東海自然歩道、近畿自然歩道等県内
進事業費 7施設の維持管理委託等に要した経

費。

第 5項水産業費（354頁）

予算現額 46億 1,553万 7,000円

支出済額 28億 7,819万 7,991円

繰越額 17億 1,261万 3,000円

不用額 • 2,472万 6,009円

36 



操越額の主なものは、

県営受託漁港海岸保全事業費

県営水産生産基盤整備事業費

県営漁港海岸保全事業費

6億 1,461万 9,000円

3億： 1,208万 9,000円

2億 6,771万 6,000円

などであり、国の補正予算に伴う交付決定の時期などから、事業完了

できなかったことによる繰越と、公共事業において施工に伴う協議・

調整等に不測の日数を要したため、やむを得ず繰り越したものであり

ます。

また、不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等に

よる執行残であります。

以下、水産業費の支出済額の内容をご説明申し上げます。

第 1目 水産業振興費（354頁）

予算現額 1億 3,358万 3,000円

支出済額

繰越額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出

9,561万 6,322円

3,000万円

796万 6,678円

済額 説 明

強い水産業づく 6, 5 6 5万2,3 4 4円 水産物の安定供給の確保及び水産業

り施設整備事業 の健全な発展を実現するため、漁業協

費 同組合等が実施する共同利用施設整備

に対する助成に要した経費。
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第2自 水産業協同組合指導費（356頁）

予算現額 64万 3,000円

支出済額 58万 3,485円

不用額 5万 9,515円

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 自 支 出 済額 説 明

漁業協同組合組 5 8万 3'4 8 5円 漁協の経営改善に向け合併推進活動

織強化事業費 を行うとともに、合併推進経費等のー
／ 

部助成に要した経費。

第 3目 漁業取締費（356頁）

予算現額 1億 4,600万円

支出済額 1億 4,570万 518円

不用額 29万 9,482円

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 自 支 出 済額 説 明

漁業取締船整備 1億 1'4 1 8万6,9 3 6円 漁業取締船「伊勢Jの定期検査に要
費 した経費。

漁業監督費 3, 151万3,5 8 2円 漁業秩序を維持するため、関係機関
等との連携を密にした漁業取締業務の

実施、並びに、漁業取締船及び附属艇
の機能維持管理に要した経費。

第4目 漁港管理費（358頁）

予算現額 417万 8,000円

支出済額 363万 5,814円
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不用額 54万 2,186円

となっております。

支出済額の内訳は、

事業日

漁港管理費

支出済額 ｜ 説明

3 6 3万5' 8 1 4円l県営漁港の維持管理等に要した経
費。

第5目 資源管理費（358頁）

予算現額 6, 571万 7,000円

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の主なものは、

事 業 目 支 出

6,481万 2,296円

90万 4,704円

済額 説 明

栽培漁業推進事 5' 4 1 7万 9'6 4 4円 県内のっくり育てる漁業を促進する

業費 ため、（公財）ュ震県水産振興事業団に！

委託し、一重県栽培漁業センターにて

行った穏苗の生産及び供給に要した経

費。

第6目 水産基盤整備費（360頁）

予算現額 40億 4,756万 9,000円

支出済額 23億 6,245万 523円

繰越額

不用額

16億 8,033万 7,000円

478万 1,477円

となっております。

支出済額の主なものは、
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事業 目 支 出 済額 説 明

市町営水産物供給 3億 6'0 4 4万9'0 0 0円 県民の安全・安心の確保を図るた
基盤機能保全事業 め、災害時において漁港施設が本来の

費 機能が発揮できるよう、施設の老朽化

の状況に応じた機能保全計画の策定

及びこれに基づく計画的な保全工事

を実施する市町を支援するために要

した経費。

県営水産物供給基 3億3,6 8 2万4'0 0 0円 県民の安全・安心の確保合図るた
盤機能保全事業費 め、災害時において漁港施設が本来の

機能が発揮できるよう、施設の老朽化

の状況に応じた機能保全計画の策定

及びこれに基づく計画的な保全工事

を実施するために要した経費。

海女漁業等環境基 3f憲3,3 43万8,1 2 0円 海域環境の惑化等により、漁業生産
盤整備事業費 カ及び水質浄化機能の低下が著しい

沿岸海域における自然浄化能力の再

生を図るため、藻場造成に要した経

費。

第8目 海区漁業調整委員会費（362頁）

予算現額

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 目 支 出

1,641万 9,000円

1,536万 2,432円

105万 6,568円

済額 説 明

漁業調整委員会総 1 ' 5 3 6万2'4 3 2円 漁業法による海面漁業の調薬機

務費 構である海区漁業調整委員会の運
営に要した経費。

第9目 内水面漁場管理委員会費（362頁）

予算現額

支出済額

372万 1,000円

354万 2,090円
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不用額 17万 8,910円

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 自 支 出 済額 説 明

内水面漁場管理委 3 5 4万2'0 9 0円 漁業法による内水面漁業の調整

員会総務費 機構である内水面漁場管理委員会

の運営に要した経費。

第 10白 水産業試験研究費（364頁）

予算現額 1億 1,139万 6,000円

支出済額 1億 247万 908円

繰越額

不用額

227万 6,000円

664万 9,092円

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 自 支 出 済額 説 明

水産業技術開発推 6, 1 3 2万2,2 6 1円 産地問競争力を高める技術開発、
進費 持続性、安定性、効率性を高めるた

めの技術開発、環境保全のための技

術開発に要した経費。

水産業試験研究管 4, 1 1 4万8'6 4 7円 水産研究所庁舎、所属船等の維持

理費 管理等に要した経費。

第 11自 水産業経営対策費（366頁）

予算現額 8,631万 1,000円

支出済額 8,402万 3,603円

不用額 228万 7,397円
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となっております。

支出済額の主なものは、

事業 目 支 出 済額 説 号司

漁業近代化資金融 5, 9 2 6万8,0 0 3円 漁業者の資本装備の高度化と経

通事業費 営の安定化及び近代化に必要な融

通資金に対し、利子補給・補助を行

い、適正かっ効果的な推進を図るた

めに要した経費。

漁業共済推進事業 1, 8 9 5万7' 1 7 8円 養殖業の漁業経営の安定化を図

費 るため、異常な赤潮による損害を補

填する養殖共済の赤潮特約に係る

掛金の一部補助、並びに漁業の再生

産及び経営の安定化を図るため、漁

業共済制度の普及啓発と加入促進

に要した経費。

第 11款 災害復旧費（464貰）のうち、当部関係は、

予算現額

支出済額

繰越額

不用額

繰越額の主なものは、

林道施設災害復旧事業費

治山施設災害復旧事業費

18億 6,699万 2,000円

13億 2,795万 3,035円

5億 204万 5,000円

3,699万 3,965円

県営漁港施設等災害復旧事業費

2億 363万 1,000丹

1億 2,574万 9,000円

l億 2,548万 6,000円

であり、主な理由としましては、施工に伴う協議や地元調整等により

不測の日数を要したため、やむを得ず繰り越したものであります。

不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等による執

行残等であります。
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以下、項目ごとにご説明申し上げます。

第1項農林水産施設災害復旧費（464頁）

予算現額 18億 4,099万 2,000円

支出済額 13億 2,295万 3,035円

繰越額 4億 8,104万 5,000円

不用額 3, 699万 3,965円

繰越額の主なものは、林道施設災害復旧事業費及び治山施設災害復

旧事業費で、施工に伴う協議や地元調整等に不測の日数を要したため、

やむを得ず繰り越したものであります。

不用額の主なものは、事業の実施精査に伴う事業費の減等による執

行残等であります。

以下、農林水産施設災害復旧費の支出済額の内容をご説明申し上げ

ます。

第 1目 耕地災害復旧費

予算現額

支出済額

繰越額

不用額

となっております。

支出許額の内訳は、

(464頁）

8億 7,687万 1,000円

8 イ意 2,484 万 1,000 円

2,617万 9,000円

2, 585万 1,000円
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事業 目 支 出済額 説 明

団体営災害耕地復旧事業費 B億 2'4 8 4万 1' 0 0 0円 農地・農業用施設の災害

復旧を迅速に行い、農業経

営の安定と食料の安定供給
に要した経費。 l

第2目 林野災害復旧費（464頁）

予算現額

支出済額

繰越額

不用額

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 目

林道施設災害復旧事業費

治山施設災害復i日事業費

7億 4,903万 6,000円

41'.意 1,580万 1,000円

3 i意 2,938万円

385万 5,000円

支 出 済額 説 明

3億 2,5 8 9万8'0 0 0円 平成28年、 29年及び
3 0年に被災した林道の復

旧に婆した経費。

8' 9 9 0万3,0 0 0円 平成29年に被災した治

山施設の復！日に要した経
費。

第3目 漁港災害復旧費（466頁）

予算現額 1億 9,343万 7,000円

支出済額 6, 795万 1,000円

繰越額 1 イ意 2,548 万 6,000 円

となっております。

支出済額の内訳は、
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事業 目 支 出 済額 説 号司

県営漁港施設等災害復旧事 6, 7 9 5万1,0 0 O円 災害により被害を受けた

業費 漁港、海岸及び漁場施設の

機能を速やかに復旧するた
めに要した経費。

第4目 海岸災害復旧費（468貰）

予算現額 2, 164万 8,000丹

支出済額

不用額

となっております。

支出済額の内訳は、

事業 目

県営海岸保全施設等災害復

！日事業費

1,436万 35円

728万 7,965円

支 出 済額 説 明

1, 4 3 6万 3 5円一 被災した海岸保全施設の
災害復旧を迅速に行い、施

設の機諮問復を図るために
要した経費。

第4項 自然公園等施設災害復旧費（474頁）

第 1I§ 自然公園等施設災害復旧事業費（474頁）

予算現額 2,600万円

支出済額

繰越額

500万円

2, 100万円

繰越額は、関係機関等との協議に不測の日数を要したため、やむを得

ず繰り越したものであります。

支出済額の内訳は、
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事業 自 支 出 済額 説 明

自然公園等施設災害復｜日事 5 0 0万円 平成29年 10月に発生

業費 した台風21号、平成30 

年に発生した台風 20号及
び24号により被災した自

然公閤施設の災害復旧に要

した経費。

以上が、農林水産部所管の一般会計平成 30年度歳入歳出決算の概要で

ございます。

引き続き、特別会計につきまして、ご説明申し上げます。

三重県就農施設等資金貸付事業等特別会計歳入歳出決算事項別明細書

(532頁）につきまして、ご説明申し上げます。

この会計は、過去に農業者に対して貸し付けた農業改良資金と就農施

設等資金の償還管理を行うものであります。

［歳入決算］

まずは、歳入決算について、ご説明申し上げます。

歳入につきましては、一般会計からの繰入金、前年度からの繰越金、

貸付金元利収入等の諸収入であります。

予算現額 1億 1,322万 7,000円

調定額 1億 5,387万 706円

収入済額

収入未済額

1億 1,345万 2,137円

4,041万 8,569円

収入未済額は、債務者の経営の悪化等により、貸付金等の償還が滞

ったものであり、これらについては分割弁済等により、債権回収に努
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めているところであります。

【歳出決算］

次に、歳出決算について、ご説明申し上げます。

歳出につきましては、一般会計への繰出金、国への償還金等であり

ます。

予算現額 1億 1,322万 7,000円

支出済額 6,280万 6,038円

不用額 5,042万 962円

不用額の主なものは、予備費の不執行であります。

次に、三重県地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算事項別明細書

(540貰）につきまして、ご説明申し上げます。

この会計は、公正で効率的な取引を通じて、県内の消費者に安全で

多様な生鮮食料品を安定的に供給するとともに、生産者の安定した販

売ノレートを確保するため、三重県地方卸売市場の運営等合行うもので

あります。

｛歳入決算］

まずは、歳入決算について、ご説明申し上げます。

歳入につきましては、使用料及び手数料、一般会計からの繰入金、

前年度からの繰越金、負担金徴収等による諸収入、県債であります。

予算現額 1億 6,125万 4,000円

調定額 1億 6,637万 4,412円
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収入済額

収入未済額

1億 6,117万 1,819円

520万 2,593円

収入未済額は、既に退場した業者の施設使用料等で、経営不振によ

る滞納であり、分割納付等により引き続き債権回収に努めてまいりま

す。

｛歳出決算］

次に、歳出決算について、ご説明申し上げます。

歳出につきましては、市場一般管理費の他、市場施設の整備及び保

守管理に要する施設管理費、県債償還金であります。

予算現額 1億 6,125万 4,000円

支出済額 l億 5,979万 9,106円

不用額 145万 4,894円

不用額の主なものは、委託料の入札差金等による執行残であります。

次に、三重県林業改善資金貸付事業特別会計歳入歳出決算事項別明

細書（548頁）につきまして、ご説明申し上げます。

この貸付事業は、林業・木材産業経営者等の経営改善、労働災害防

止及び林業後継者育成のための貸付等を行うものであります。

［歳入決算｝

まずは、歳入決算について、ご説明申し上げます。

歳入につきましては、一般会計からの繰入金、前年度からの繰越金、

貸付金元利収入等の諸収入、県債であります。
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予算現額

調定額

収入済額

不納欠損額

6億 2,602万 5,000円

6億 4,076万 6,539円

6億 2,556万 6,188円

553万 9,534円

収入未済額 966万 817円

不納欠損額は、林業・木材産業改善資金貸付金で、三重県会計規則

等に基づき不納欠損を行ったものです。

収入未済額は、林業経営の悪化等により、貸付金の償還が滞ったも

のであり、これらについては分割弁済等により、債権回収に努めてい

るところであります。

｛歳出決算］

次に、歳出決算について、ご説明申し上げます。

歳出につきましては、林業改善資金貸付金等であります。

予算現額 6億 2,602万 5,000円

支出済額 4億 1,738万 3,555円

不用額 2億 864万 1,445円

不用額の主なものは、貸付金の執行残及び予備費の不執行でありま

す。

次に、三重県沿岸漁業改善資金貸付事業特別会計歳入歳出決算事項

別明細書（558頁）につきまして、ご説明申し上げます。

この貸付事業は、沿岸漁業従事者の経営改善、生活改善及び青年漁

業者等養成のための貸付等を行うものであります。
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［歳入決算］

まずは、歳入決算について、ご説明申し上げます。

歳入につきましては、一般会計からの繰入金、前年度からの繰越金、

貸付金元利収入等の諸収入であります。

予算現額 3億 4,696万 9,000円

調定額 3億 7,246万 4,611円

収入済額 3億： 4,646万 7,870円

収入未済額 2, 599万 6,741円

収入未済額は、漁業経営の悪化等により、貸付金の償還が滞ったも

のであり、これらについては分割弁済等により、債権回収に努めてい

るところであります。

［歳出決算｝

次に、歳出決算について、ご説明申し上げます。

歳出につきましては、沿岸漁業改善資金貸付金等であります。

予算現額 3億 4,696万 9,000円

支出済額 14万 397円

不用額 3億 4,682万 8,603円

不用額の主なものは、貸付金の執行残及び予備費の不執行でありま

す。

以上が、農林水産部所管の特別会計平成 30年度歳入歳出決算の概要で

ございます。
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以上をもちまして、農林水産部所管の平成 30年度一般会計及び特別会

計の歳入歳出決算の概要説明を終わらせていただきます。

なにとぞ、よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。
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